
 
 

日本気象学会2014 年度秋季大会シンポジウム 
 
テーマ：惑星大気研究の最前線 
日 時：大会第２日目（10 月22 日〔水〕）15:40～17:55 
会 場：福岡国際会議場（福岡市博多区石城町2-1） 
 
司 会：中島 健介（九州大学 大学院理学研究院 地球惑星科学部門） 
 
趣旨： かつて惑星は夜空の「彷徨える星」に過ぎませんでしたが、観測技術の発展と
探査の実現を経た現在、それぞれの環境と歴史を有する地球と同等の「世界」として認
識されています。惑星の大気の成り立ちや、そこに見られる現象の探求から生まれた「惑
星気象学」も高度に発展し、幅広い問題と繋がりを持つに至っています。大気運動の多
様性は地球流体力学に新しい問題意識を提供しており、大気の組成や量の多様性は太陽
系全体の形成や進化に関する考察に繋がっています。探査も各惑星で進展しており、特
に火星では質量とも充実した探査が数値モデリングの高度化を促し、地球と同様のデー
タ同化も行なわれています。金星も、来年末に金星周回軌道に到達する日本の「あかつ
き」による本格的大気探査を控えています。こうした太陽系惑星研究の蓄積を待ってい
たかのように、1995年、ついに太陽以外の星を周る「太陽系外惑星」が発見され、20
年目の現在、その数は1000個を越えています。その多様性は我々の太陽系内の諸惑星
を遥かに上回る一方、生命の想定も可能な「第二の地球」が見いだされる可能性も近づ
いています。今回のシンポジウムでは、太陽系外惑星も含めて急速に視野を広めつつあ
る惑星大気研究の最前線を提示し、今後を展望します。参加者の皆様には、併せて、「地
球気象学」の位置と、その果たし得る役割についても思いを巡らせて頂ければ幸いです。 
 
基調講演 
（１）「太陽系外惑星―発見20年で見えてきたもの」        田村 元秀（東京大学） 
（２）「水惑星の形成と進化」           はしもと じょーじ（岡山大学） 
（３）「金星気象衛星『あかつき』と今後の惑星大気研究」   今村 剛（JAXA） 
（４）「惑星大気モデリング―探査・系外惑星をにらんで」  高橋 芳幸（神戸大学） 
 
総合討論 
 
その他：オープン形式（学会員・学会参加者以外の参加も可） 
 


